
（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
最
近
、「
ト
ク
リ
ュ
ウ
」と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。匿
名
・

流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
略
称

で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
集

ま
り
、若
い
世
代
が
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
。悪
意
か
ら
身
を

守
る
盾
に
な
る
の
は
警
戒
心
。

今
回
の
広
報
紙
と
共
に
、そ
の

盾
が
皆
さ
ん
の
心
に
届
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。（
高
橋
）

▼
職
員
募
集
の
記
事
で
４
人
の

職
員
を
撮
影
。生
き
生
き
と
し

た
笑
顔
に
、た
く
さ
ん
の
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。中
に
は
、以

前
の
部
署
で
関
わ
り
が
あ
っ
た

人
の
姿
も
。当
時
小
学
生
だ
っ

た
頃
の
姿
を
思
い
出
し
、時
の

流
れ
を
感
じ
つ
つ
同
じ
職
場
で

働
け
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。（
森
田
）

▼
広
報
と
め
が
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
２
年
連
続
入
賞
。取

材
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
感

無
量
で
す
。日
頃
か
ら「
市
の
広

報
な
ら
」と
快
く
取
材
に
応
じ

て
く
だ
さ
る
人
が
多
く
、「
広
報

と
め
」が
積
み
重
ね
て
き
た
信

頼
の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
広
報
紙

づ
く
り
に
励
み
ま
す
。（
添
田
）

　「自分の発信を通して、誰かに新しい気付きを与
えられる瞬間に、一番のやりがいと喜びを感じま
す」。そう話すのは、東京都を拠点に気象予報士と
して活躍しているHIROCKOさん。
　気象予報士を目指したきっかけは、誕生日のた
びに母が話してくれた「梅雨の晴れ間の２時（虹）
に生まれたんだよ」という言葉だった。高校２年生
の夏、「偶然を待つのではなく、自分で虹を見つけ
られるようになりたい」という思いから勉強を開
始。試験の難しさに一度は夢を諦めかけたが、数年
後、帰省中に、東北の太平洋側に観測史上初めて上
陸した台風に遭遇した経験や、自身の肘の痛みが
いわゆる気象病だと気付いたことなどが重なり、
「自分だからできることもあるかもしれない」と再

挑戦を決意。働きながらも勉強を続け、昨年、つい
に念願の夢をかなえることができた。
　今年２月から、H@!FMでお天気コーナーを担
当。毎月第１金曜日夕方に東京から中継で出演し
ている。「遠く離れた場所からでも、地元の皆さん
に声を届けられるのがうれしい」と笑顔で語る。先
月市内で開かれた、健康をテーマにした講演会で
は、講師として登壇し、天気に関する情報を日常生
活の中でどう生かすかなどを紹介。「いざという時
に、気象情報を自分や大切な人を守る判断につな
げてほしい」と熱心に伝えた。
　「私の声を受け取る全ての人に、明日も晴れ晴れ
とした心で過ごしてほしいです」。思いを乗せた声
は、今日も空の向こうの多くの人へ届けられる。


